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研究成果の概要（和文）：訪問看護ステーション（ステーション）で働く看護職を対象に、半構

造化面接、郵送調査等を行い、就業継続意向や職務満足と有意に関連する訪問看護の実践環境

評価尺度（Nursing Work Index in Home Health Care: NWI-HHC）の開発を試みた。明らか

になった因子は、在宅ケアの質保証と人材確保に寄与する実践環境構築に向けた看護管理等へ

の応用が期待される。 
 
研究成果の概要（英文）： 
A Nursing Work Index in Home Health Care (NWI-HHC) was developed from the results of 
semi-structured interviews and postal mail surveys conducted on home-care nurses in 
Japan. The NWI-HHC significantly correlated to nurses’ intention to remain at work and 
their work satisfaction. This scale can be applied in nursing administration to ensure 
quality care and secure staffing of home-care nurses. 
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１．研究開始当初の背景 
2005 年、日本は世界で最も高齢化・少子化

が進行した国となった。更に、2012 年には、
団塊の世代が高齢者層へ突入し、高齢者を支
える資源の量的・質的充実がこれまで以上に
強く望まれる。特に、今後、在院期間の短縮
化が進む中で、在宅療養を続ける高齢者の医
療依存度がより高くなることは必須であり、
在宅ケアにおける高齢者層のニーズへ、的確
に、継続的に対応できる人的資源を確保して

おくことは急務である。 
こうした資源の一つとして、患者と接する

時間の長さや人数等の点から看護職の影響
を無視することはできない。臨床能力の高い
看護職を母数としてどの程度確保していけ
るかが、高齢社会を継続的に支えていく際の
決め手の一つとなると考えられる。 
看護職の臨床的な能力は、経験を積み重ね

ていくことで育まれていく部分が少なくな
い。つまり一つの職場を短期間で辞めること
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なく一定期間勤め続けることで、類似した多
くの事例へケアを展開し、理論と実践を融合
させ、より広い視野や深い洞察力に基づいた
ケアができるようになっていく。また、在宅
ケアの場合には、患者を取り巻く家族や周囲
の状況を踏まえながら、施設ケア以上に多岐
にわたる疾患を扱い、多職種･多機関との連
携をとおして在宅療養生活を支えていくこ
とになり、医療機関等の施設ケアでの豊かな
経験を基盤とした、更なる実践能力が求めら
れている。 

米国では、1970-80 年代の深刻な看護師不
足を背景に、看護職の確保・定着に成功して
いるマグネットホスピタル（看護師や患者を
磁石のように惹きつける魅力的な病院）の特
性が注目され、共通する組織特性に基づき、
Nursing Work Index（NWI）、the Revised 
Nursing Work Index （NWI-R）等が開発さ
れた。その後、NWI を基盤に看護実践環境
に焦点化した the Practice Environment 
Scale of the Nursing Work Index
（PES-NWI)が Lake によって開発され、医
療の質向上をめざす官民協働非営利組織
National Quality Forum（NQF）により有
用性が認められている。 

PES-NWI には日本語版もあるが、この尺
度は医療機関の組織管理のあり方に関する
ものであり、在宅ケアの実践環境に関するも
のではない。米国の訪問看護領域における先
行研究では、NWI-R を応用した例があるも
のの、訪問看護領域に特化した妥当性・信頼
性の高い尺度を用いた研究はみられない。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、以下を目的とした。 
(1) 在宅ケアの質保証と人材確保に寄与する、

訪問看護の実践環境評価尺度（Nursing 
Work Index in Home Health Care: 
NWI-HHC）を開発する 

(2）NWI-HHC により測定された看護実践環
境が、訪問看護領域の看護職の定着に関
連することを検証する 

(3）NWI-HHC により測定された看護実践環
境が、訪問看護サービスの質に関する変
数やアウトカム変数と関連することを検
討する 

 
３．研究の方法 
(1) 尺度を構成する項目群（項目群）の作成 
①項目群（案）の作成 
「働きがいのある職場」「働き続けたい職

場」等について、質の高いケアを提供してい
ると同業者から推薦された訪問看護ステー
ション（以下ステーション）6 か所の管理者
5 人・訪問看護に従事する看護職 9 人への半
構造化面接を行った。語られた内容について、
KJ 法を参考に類似性・相違性にもとづいて看

護実践環境に関する内容を複数の研究者で
整理した。同様に、過去に実施した「働きが
いのある職場」「働き続けたい職場」等に関
する全国のステーション 300 か所への郵送調
査への回答（自由記載）についても複数の研
究者で整理した。更に先行研究の結果を合わ
せ、尺度を構成する項目群（案）を作成した。 
 
②項目群（案）の項目数の精選 
訪問看護のエキスパート 5 人に対し、各項

目の「妥当性」「実行可能性」等の判断を得
るために自記式質問紙調査（郵送法）を行い、
デルファイ法を参考にしながら、繰り返し回
答を得た。エキスパート 5 人は全員が看護管
理者であり、看護経験は 23～27 年、訪問看
護経験は 15～20 年であった。項目数を絞る
ことを目指したが、結果として、訪問看護職
にとって魅力ある実践環境に関する 90 項目
が得られた。 
 
(2)全国のステーションで働く看護職を対象

とした郵送調査 
①調査の実施 
尺度を構成する因子を明らかにするため、研
究協力意思を示したステーションで働く看
護職を対象に、自記式質問紙調査を郵送法で
行った。自記式質問紙は、事業所ごとに看護
管理者から各看護職に配布いただき、各看護
職には、回答した質問紙を研究者宛に直接返
送してもらった。 
 調査内容は、回答者属性（年齢、性別、看
護経験等）、3.（1）①の項目、就業継続意向、
職務満足等である。「就業継続意向」は、「来
年の今頃も同職場に勤めているか」を 4 件法
（勤めている・たぶん勤めている・たぶん勤
めていない・勤めていない）で尋ね、職務満
足は、Visual Analogue Scale（VAS）で回答を
得た。 
自記式質問紙調査は一回のみ実施予定で

あったが、第 1回目の調査の有効回答数が 545
人であったことから、尺度開発のために一定
の回答者数を確保することを意図して同じ
調査をもう一度行った。結果として、全国の
全ステーション 5,690 か所に協力意思を確認
した上で調査を行うこととなった。 

2 回の調査により、計 421 事業所で働く看
護職 2,926 人へ調査票を配布し、1,710 人から
有効回答を得た（有効回収率 58.4％）。調査
時期は、それぞれ 2009年11月～2010年 1月、
2010 年 6～7 月であった。 
 
②分析 
・尺度を構成する因子の検討 
ステーションでの訪問看護経験や年齢を

考慮して、管理者である者、65 歳以上の者お
よびステーション経験 1.0 年未満の者を除外
した 1,147 人による回答を分析対象とした。



項目群のうち天井効果のみられた項目を除
外し、項目間の相関が高い場合には何れかの
項目で代表させる等、回答分布や項目間の関
連を検討した上で因子分析を行った。 
 
・尺度得点と就業継続意向、職務満足との関

連の検討 
 因子分析の結果得られた各因子を構成す
る項目への回答の平均値を「サブスケール得
点」とし、サブスケール得点の平均値を「合
成得点」として算出した。これらの得点は、
最小値 1.0、最大値 4.0 であり、数値が大きい
ほどその環境が整っていることを意味する。 

これらの得点と、就業継続意向、職務満足
との関連を検討した。就業継続意向について
は、「（たぶん）勤めている」とした回答者を
「就業継続意向あり群」、「（たぶん）勤めて
いない」と回答した者を「就業継続意向なし
群」として 2 群間の各得点の違いを検討した。
また、看護職としての経験や健康状態等、就
業継続意向と有意な関連のあった回答者属
性による影響を考慮した上で、サブスケール
得点や合成得点による就業継続意向との関
連を検討した。 
 
(3) 訪問看護サービスの質に関する変数の測

定 
①利用者・家族を対象とした調査の実施 

利用者および家族を対象に、訪問看護サー
ビスの満足度（VAS で測定）等に関する自記
式質問紙調査を行った。郵送調査に協力した
ステーションのうち、有効回答者が 5 人以上
であった事業所 65 か所に調査協力を依頼し
たところ、8 か所が協力意思を示した。この
うち、途中辞退した 1 か所、利用者全員には
配布できないとした 1 か所を除く 6 ステーシ
ョンを通じて、利用者 423 人に調査票を配布
してもらい、229 人から有効回答が得られた
（有効回答率 54.1％）。 
 
②分析 
 調査協力の得られたステーション 6 か所に
ついて、利用者の満足度と NWI-HHC の各得
点との関連を検討した。 
 
４．研究成果 
(1) 全国のステーションで働く看護職を対象

とした郵送調査の結果 
①回答のあったステーションの属性 
 協力意思を示した 421 ステーションのうち、
事業所票へは 331 か所が回答した。開設主体
は医療法人 127 か所（38.4％)が最も多く、常
勤換算看護職員数 5.6 人、一月あたりの利用
者実数 72.5 人、延訪問回数 400.5 回であった。 
  
②回答者（看護職）の属性 
 ステーションの管理者は 263 人であり、平

均値でみると、年齢 48.6 歳、総看護経験 23.4
年、訪問看護経験 8.8 年であった。 
 管理者以外の看護職（以下訪問看護職）
1,147 人は、平均値でみると、年齢 43.0 歳、
総看護経験 17.1 年、訪問看護経験 6.2 年であ
った。勤務形態は、常勤 634 人（55.6％）、非
常勤 507 人（44.4％）であった。 
 
③因子分析の結果 
 因子分析により 7 つの因子（サブスケール）
が明らかになった。各サブスケールは、「看
護管理者のリーダーシップ、看護師への支
援」「事業所職員間の良好な関係」「ケアの継
続性や質を保証する情報共有、支援体制」「ケ
アの質を支える看護の基盤」「看護師と医師
との良好な関係」「人的資源の適切性」「訪問
担当者決定における配慮」であった。各サブ
スケール、項目全体の Cronbach's α は、0.73
～0.92 であった。  
 
(2)NWI-HHC の得点と看護職の定着に関する

変数、職務満足との関連 
 サブスケール得点と合成得点の平均値は、
「看護管理者のリーダーシップ、看護師への
支援」2.86、「事業所職員間の良好な関係」3.07、
「ケアの継続性や質を保証する情報共有、支
援体制」3.00、「ケアの質を支える看護の基盤」
2.59、「看護師と医師との良好な関係」2.57、
「人的資源の適切性」2.59、「訪問担当者決定
における配慮」2.76 であり、合成得点は 2.78、
であった。 
サブスケール得点と職務満足との間の相

関係数 r をみると、「看護師と医師との良好な
関係」で r＝0.27（P＜0.01）であったものの、
それ以外のサブスケール得点では、r＝0.38～
0.58 の有意な相関があった（P＜0.01）。 
就業継続意向と NWI-HHC の得点との関連

では、就業継続意向あり群の方が、すべての
サブスケールにおいて有意に得点が高かっ
た（P＜0.01）。回答者属性による影響を考慮
した上で検討した場合には、サブスケールの
うち「ケアの継続性や質を保証する情報共有、
支援体制」が有意に関連し（オッズ比 2.357；
95％信頼区間 1.022-5.436）、合成得点が高い
方が就業を継続する意向が強いことが確認
された（オッズ比 8.111； 95％信頼区間
4.337-15.168）。 
 
(3) NWI-HHC の得点と訪問看護サービスの

質に関する変数との関連 
①回答のあったステーションの属性 

ステーション 6 か所の所在地は千葉県、神
奈川県、静岡県、奈良県、岡山県、島根県で
あり、開設主体は様々であった。各ステーシ
ョンの常勤換算看護職員数は 8.3 人、一月あ
たりの利用者実数 105.5 人、延訪問回数 668.3
回であった（2011 年 7 月）。 



 
②回答者（利用者、家族）の属性 
 回答者は、利用者本人 39 人、本人以外 186
人であり、後者の属性は、配偶者 33.3％、娘
23.3％、息子 12.2％等であった。利用者本人
の平均年齢は 77.7 歳、男性 101 人、女性 24
人であり、独居 24 人であった。介護保険の
要介護区分は、要介護 5：30.1％、要介護 3：
17.9％、要介護 4：14.0％の順に多く、訪問看
護の利用状況は、週 1回 39.3％、週 2回 31.4％、
週 3 回 10.5％等であった。 
 
③NWI-HHC の得点と訪問看護サービスの質

に関する変数との関連の検討 
 VAS で回答してもらった訪問看護サービ
スへの満足度の平均値は 91.1、利用している
訪問看護の質を 10 点満点で評価した場合の
平均値は 9.1 点であった。親戚や友人に本事
業所を推薦するかどうかについては、93.0％
が推薦すると回答し、これまで現ステーショ
ンによる看護で問題があったかどうかにつ
いては、83.4％がなかったと回答した。 
 NWI-HHC の各サブスケール得点の事業所
ごとの平均値について、6 事業所の“最小値
～最大値”を示すと、それぞれ 3.04～3.31、
2.89～3.43、3.08～3.34、2.38～3.19、2.20～2.73、
2.40～3.14、2.62～3.33 であった。 
 利用者による評価の得られたステーショ
ン数が少なく、NWI-HHC の得点と訪問看護
サービスの質に関する変数との関連を統計
的に検討することはできなかった。 
 
 本研究により、訪問看護領域の看護実践環
境に関する因子が示され、因子には、施設や
在宅に共通したもの（「管理者の力量，リー
ダーシップ，看護師への支援」等）、訪問看
護領域に特徴的なもの（「ケアの継続性や質
を保証する情報共有、支援体制」）が含まれ
た。訪問看護領域の看護実践環境に関する因
子は、在宅ケアの質保証と人材確保に寄与す
る実践環境構築に向けて有用であると考え
られる。サービスの質やアウトカム変数との
関連については、ステーション数を増やした
調査にもとづく検討が必要である。 
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